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要旨

その他の資料等
なし

播種期を4月1日～5月11日とした「あきたこまち」で出穂遅延による登熟不良をシミュレーションを行った結果、
登熟不良とならなかったのは、1988年では5月2日、2003年では5月5日までの播種であった。しかし、それ以外
の年では4月1日播種でも出穂が遅れ登熟不良になるという結果から、遅延型冷害になりやすいと考えられた。

乾田直播栽培生育モデルを用い、過去の冷害年(1980、1981、1988、1993、2003年)で冷害が回避できるかを検討
した。

同様に「ひとめぼれ」の障害不稔のシミュレーションでは、過去の冷害年で障害不稔は発生しないという結果か
ら、障害型冷害にはならないと考えられた。

播種期を4月1日～5月11日とした「あきたこまち」の障害不稔のシミュレーションでは、1980年の4月1日播種や
2003年の5月11日播種で障害不稔が発生するものの、これ以外の場合は障害不稔が発生しないという結果か
ら、障害型冷害にはなりにくいと考えられた。

乾田直播栽培で冷害が回避できるか
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同様に「ひとめぼれ」で出穂遅延による登熟不良をシミュレーションを行った結果、登熟不良とならなかったの
は、2003年の4月17日までの播種だけであった。しかし、それ以外の年では4月1日播種でも出穂が遅れ登熟不
良になるという結果から、遅延型冷害になりやすいと考えられた。




